






















るという点では共通 していると考えられる｡ このような認識のもとに､これらを ｢非可
逆な多体系｣ と総称 して､今回の研究会を開催 したのであるが､それでは具体的にはど
のようなメカニズムが共通なものとして存在するのであろうか｡
本セッションでは､物理学､生物学､及び地球科学の分野で各々最近研究 されている数





















以下､各々の時刻には高々 lspin兄ip(17(I)-0- lorr7(I)-1- 0)しか起 こらない












S(i)i-nl藍(I一三o)-nf,･for f∈C(X) and t≧0, (2･3)
によって作 られる.これを持 って､O によって生成 された X値 Markovprocessを定義
することにする｡
この Markovprocessは粒子の配置 7の時間発展を表す ものであるが､初期状態がある
粒子分布を持っているときには､分布 (すなわち X 上の probabilitymeasure)の時間
発展を指定することになる｡このとき成 り立つべき関係は次のように与えられる｡すな
わち､初期状態 pのprocessを考え､その期待値を EPl･]と書 き､また時刻 tでの配置
をr7tと書 くことにすると､任意の f∈C(X)に対 して､
EPf(｡f)-/S(i)fdp-/fdlpS(i)]･ (2･4)
すなわち､初期分布 pは時刻 tでpS(i)と時間変化する｡







但 しD は､flのcoreとするo この定常分布 (inv.meas.)の内で特殊なものとして､可逆










定理 2.1.且ipratec(x,7)が真に正であり､各 xに対 してC(諾,r7)が有限個の(7(I))の







但 し､ xR(17)-nS∈R【27(x)-1]｡ 定理 2･1の仮定は多 くの場合に成立 しているO そのた
め､統計力学においてはこのGibbsの平衡分布がもっとも良 く研究されてきたのであろ
う｡さらに定理 2.1の仮定のもとでは､この processはpotentialUR)を持つ StOChastic













pa･rameterが臨界値を越えたときに初めて この状態が出現す るのであるか ら､これをい
わゆる非平衡相転移の結果生 じる定常分布 と見 ることもできる｡





すなわち､spinAipl(I)-1- 0は constantratelで起 こり､spin且ipr7(I)-0- 1
















epidemicmodelにおいては､感染 (T7(I)-0- 1)と 治癒 (r7(x)-1-0)とは一般には
詳細つりあいを満たさない[4】｡
2)化学反応系における非平衡相転移:自触媒反応系あるいは､触媒表面での化学反応系
に見 られる非平衡相転移現象を記述するために提奏 されたSchlaglの firstmodel[5]を格
子上に定義 したものは､ある場合においてはCPと等価なモデルとなる[6]｡
3)血ectedpercolationmodel:時間の方 も離散化 して考えると､一般にd次元 CPは
〟+1次元のdirectedpercolationploblem[7]と密接な関係にあることが分る｡
4)Reggeonfieldtheory:高エネルギー粒子の散乱行列に対する現象論 として高エネル









が､実は共通のものであり､その結果共通の問題が研究 されていると言 うことはむ しろ
頻繁なことかもしれない｡
本セッションは､自然科学の各分野で生 き生 きとしたmotivationを持 って現象をモデ
ル化 し､解析 している研究者たちの間での議論､さらにこのような人々と無限粒子系の











































はたして､拡張 された無限粒子系の種々のpTOCeSSの非可逆な問題を取 り扱 う総論を構
成することは可能なのであろうか｡そして､このような理論は､脳あるいは生命活動 と
言 った本質的に非可逆な現象を解析するために､役立っものとなるであろうか｡
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